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モンゴル語専攻
　四年
井場麻美
（いば
　
あさみ）
①小出裕章『原発のウソ』
扶桑社新書、二〇一一年
②小長谷有紀『モンゴル草原の生活世界』
朝日選書、一九九六年
③オルテガ『大衆の反逆』
寺田和夫訳、中公クラシックス、二〇〇二年
　
この三冊は私が大学生活を送る中で出会った三冊であり、その中で
も大学に入った瞬間に読みたかった本である。②は主にモンゴル語専攻を対象にする本となってしまうかもしれないが、モンゴルを知る上で多くの人に読んでいただきたい一冊でもある で入れた。遊牧民の生活の知恵とわざ、しきたりを通 てモンゴルにつ て知ってもらいたい。①はタイムリーな話題であり、去年出版されたばかりということもあって情報が新しいのでぜひおすすめし い。小出氏は原発がいかに危険なものであるか伝えるために、原子力を推進する学術世界では異端児として多くの困難を抱 がらも研究を続けて る。そういった研究もあることを っていただきたい。③は少し難しい文体ではあるがぜひ挑戦 いただきたい。オルテガは精神的な意味 「大
衆」となることを批判している。彼は、大衆とは「自らに何も科すことなく、自らを評価しようとはせず、自分がみなと同じだと感ずることに、一向に苦痛を覚えず、他人と自分が同じであると感じてかえっていい気持ちになる」という。私たちがどのように生きていくべきか考えさせられる一冊。イタリア語専攻
　四年
河原木萌乃
（かわらぎ
　
もえの）
プリーモ・レーヴィ『アウシュヴィッツは終わらない
―
あるイ
タリア人生存者の考察』
竹山博英訳、朝日選書、一九八〇年
　
アウシュヴィッツを生き延びた著者の、冷静な言葉で綴られた文章
は、凄惨な事実と共に多くのことを問いかけてく 。人と て生きることとは何か、正しさとは何か、生きるために他人のパンを盗み人の死を願う存在は、果たして人といえるのかどうか……人間について考えさせられる一冊。石井光太『物乞う仏陀』
文春文庫、二〇〇八年
　
著者が出会ったアジアの売春婦や物乞いの姿は、個人の力ではどう
しようもないような現実 見せる一方で、
 〝物乞い〟という言葉だけ
では想像できないであろう、彼らの逞しく生きている様子も見 てくれる。彼ら――自分たちとは全く違 日々を送る人たち――と触れ合い、悩む著者を見て、アジアの最深部について思いを巡らせる機会をもらった。石川直樹『世界を見に行く。 』
リトルモア、二〇一二年
　
写真家である著者の旅先写真集。ブードゥーの国のトリックスター
や、スティーブンソンの『宝島』 、滝つぼにニョロめく神……エッセイを読んで写真を眺めれば、行きたくなるに違い い。その土地に生きる人々に、動物に、来訪神に会い こう。
外大の先輩が、新入生のためにイチオシの本を三冊選びました。考え方が変わった本、入学当初に読んでおきかった本、言葉を学ぶ意味について考えさせられる など、魅力的な本ばかりが集まりました。
             （編集部）
インドネシア語専攻
　四年
堺
 麻里
（さかい
　
まり）
　
自分が変わりたいと思った時、私は本を手にとります。これからの
人生や自分自身を見つめたいと願い本を読んだとき、初めて書物から学べるものがあるのではないでしょうか。私が大学で学ぶということを考えているときに出会い、影響を受けた 紹介します。　
デカルト『方法序説』
（谷川多佳子訳、岩波文庫、一九九七年）
では、
考えるということに大 な価値が置かれています。学問は甘くない自分で考えるということはこういうことだ、と言われているよう 気がします。　
阿部謹也『日本人の歴史意識
―「世間」という視角から』
（岩
波新書、二〇〇四年）
は、世間というしがらみと闘い、観察する人が
自らはどう生きるべきか 問う姿勢の中に、歴史を書く理由があると語る感動的な作品で　
瀬谷ルミ子『職業は武装解除
』 （朝日新聞出版、二〇一一年）
は、
社会のニーズに応え 現場で変化を生み出す のできる人間になるには自分の専門を大学で磨くことが必要と説いています。武装解除の専門家として世界で活躍する著者の強い意志に触れて、あ た 心が震える瞬間がきっとあるでしょう。中国語専攻
　四年
藤井嘉章
（ふじい
　
よしあき）
①保坂高殿『ローマ帝政初期 ユダヤ・キリスト教迫害』
教文館、二〇〇三年
②田川建三『歴史的類比の思想』
勁草書房、一九七六年
③小松英雄『徒然草抜書―表現解析の方法』
講談社学術文庫、一九九〇年
　
言語を学ぶ意味は、翻訳や通訳などの他者を介さず、自分自身で対
象と向き合い、本質をより正確につかむことにあると思います。私が紹介する本は、これからみなさんが言語の学習を通して目指すべきものを、学問という形で体現したものです。　
①は、キリスト教会側史料のみに基づく古代ローマ帝国によるキリ
スト教迫害という世界史の常識を、ローマ帝国側史料の分析によって否定しました。②所収の「ウェーバーと現代」では、ウェーバーの学説を無反省に流用するウェーバー学者のあり方が批判的に検討されています。③は、 『徒然草』 やる事がなく退屈だ」という意味で我々が中学校以来満足してきた「つれづれ」という言葉について、用例や写本異同、さらに呼吸段落という分析方法を用いて 新たな解釈を導いています。　
以上は我々に、 「常識」に捕われず、対象と直に対面し、その姿を
正確に捉えるべきだと教えてくれます それはとりもなおさず、言語を学ぶ意味と同じことで これらの本 通じて、言語 ぶことの意味を体感してもらえたら 思います。中国語専攻
　四年
細野まり奈
（ほその
　
まりな）
　
大学生活の幕開けと同時に始まるのがひとり暮らし。親元を離れて
自由を手に入れた一方、ひとりでいることに慣れず、寂 く思うこもあるでしょう。家族とは一体なんなのか。河合隼雄『家族関係を考える』
講談社現代新書、一九八〇年
　
家庭のなかで人はどのような役割を果たしているのか。父 母、 息子、
娘などそれぞれの立場から家族を考察しています。著者の所へ来た相談者の事例をもとに、 庭を築いていくための要素が語られています。　
物語の形で家族関係を描写したのが次の二作品です。
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村山由佳『放蕩記』
集英社、二〇一一年
　
長女である自分にだけきつくあたる母に育てられ、母を素直に愛せ
なくなった娘が、自分の性格を仔細に描写しています。江國香織『神様のボート』
新潮社、一九九九年
　
出て行った夫の帰りを待ち望んで暮らす母娘の素敵な物語。早熟な
小学生の娘と大人げない母の逆転した親子関係はどうなるのか。　
一見すると複雑な家庭環境のなかに、家族に対する様々な感情を知
ることのできる三冊です。　
あなたにとって、家族とはどんな存在ですか？
ドイツ語専攻
　四年
村田香織
（むらた
　
かおり）
　
今あるものを疑うことは、新たな可能性の世界を拡げ ことだ。M・マクルーハン『グーテンベルクの銀河系―活字人間 形成』
森常治訳、みすず書房、一九八六年
　
文字を基盤にした世界 自明性を揺るがす本。文字が人間 感覚や
思考に如何に変化を与えたか、文字以前とはどのような世界であか。分厚いが、通読せずとも楽しめる。北沢方邦『蛇と太陽とコロンブス―アメリカインディアンに学ぶ脱近代』
農山漁村文化協会、一九九二年
　
アメリカインディアンの世界が如何に文明的であるか、またそれを
如何に西洋が圧迫したか。未開人などという幻想 西洋中心史観は打ち砕かれる。驚くべきは、この本が出たのは二〇年も前だというのに、未だに我らの頭には「未開人」的インディアンの姿がありありと浮かぶこと。
坂口安吾『堕落論・日本文化私観』
岩波文庫、二〇〇八年
　
世間に蔓延し切った形骸的道徳の悪習と、それをどこかで知りつつ
も甘受する人間の狡さと弱さ。それらを忌憚なく喝破し、ただ必要なことだけを書く潔さ。フランス語専攻
　四年
盛口恵理
（もりぐち
　
えり）
　
外大に入ったということは海外への関心が高く、旅行好きな人が多
いと思います。外大生なら旅先でいわゆる観光スポットを巡るだけではあきたらないのではないでしょうか。旅行を楽しむ一つの方法として、小説の舞台となっている町を登場人物になったつもりで主人公の足跡をたどってみる、というのがあると思います。そこで、私自身フランスに行く前に読んでおもしろかった、パリを舞台にした小説を三冊取り上げたいと思います。①ギュスターヴ・フロベール『感情教育』
（上・下）
生島遼一訳、岩波文庫、一九七一年
②エミール・ゾ 『愛の一ページ』
石井啓子訳、藤原書店、二〇〇三年
③アンドレ・ブ トン『ナジャ』
巌谷國士訳、岩波文庫 二〇〇三年
　
①は多感な青年フレデリックの恋物語だが、主人公の目を通して
一九世紀半ばのパリの様子が語られている。心情と町の描写 錯綜が印象的である。②はパリを見下ろす高台に住む母娘の物語である 主人公の未亡人エレーヌが家 窓から見るパリの描写 当時の印象派絵画を連想させる。 は二〇世紀のパリが舞 であるが、王制時代や革命期の記憶が古い建物や地名によって象徴的に呼び起こされる、不思議な作品である。歴史が何重にも重なったパリという町の魅力を再認識できる作品である。
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総合国際学研究科
　国際協力専攻
　博士後期課程
ラデ ィスラブ・レシュニ コフスキ
（
Ladislav Lesnikovski ）
①
B
hikhu P
arekh : R
ethinking M
ulticulturalism
: C
ultural 
D
iversity and P
olitical Theory . M
acm
illan Press, London, 2000.
②
R
ob
erto T
oscano and
 R
am
in Jahanb
egloo : B
eyond 
V
iolence: P
rinciples for an O
pen C
entury . H
ar-A
nand Publications, 
N
ew
 D
elhi, 2009.
③
K
em
al K
arpat and Y
etkin Y
ildirim
 : The O
ttom
an M
osaic: 
P
reservation of m
inority group
s. R
eligious tolerance. 
G
overnance of ethnically diverse societies .  C
une Press, Seattle, 
2010.
　
①は、道徳と正義を人間性に基づける西欧リベラル的な立場に立た
ず、異文化間における批判的だが共感的な対話を提唱している。そうした多元的普遍性は②でも、恒久的な平和や、対話と多様性を通じた普遍性の前提とされている。知識だけでは足り い。異文化経験を通じた学びによって促進される共感が必要だという。③は、二〇〇七年にテキサス大学で行われた会議の記録で、オスマン帝国は平和的共生の歴史的な成功例であり、限定的ながら今日の多様性や多文化世界に貴重な教えを残すと見ている。マイノリティの自由を保護した
m
illet 
system
や、かれらに独自の法を作ることを許した法体制が、現代の
多文化社会における法的多元性のモデルにな 非西欧社会では、リベラルな価値観を西欧の押しつけとして拒否す 風潮もある。この三冊に共通するのは、リベラリズムを真 向から拒否す のではなく、人間、社会、文化をより包括的で、しかも従来とは微妙に異なるとらえ方をすることで、世界 多様性を論じる姿勢である。リベラル思想にしてもその批判にしても、共通の基盤を見出すために対等 会話は欠かせない。
コーネル大学
　博士課程
（本学にて岩崎稔教授のもと短期文化交流中）
ジュンリャン・ホァン
（黄珺亮）
①レイ・チョウ『女性と中国のモダニティ』
田村加代子訳、みすず書房、二〇〇三年
②ハリー・ハルトゥーニアン『歴史 不穏─近代、文化的実践、日常生活という問題』
樹本健訳、こぶし書房、二〇一一年
③ホミ・
K・バーバ『文化の場所─ポストコロニアリズムの位相』
本橋哲也／正木恒夫
／
外岡尚美
／
阪元留美訳、法政大学出版局、二〇〇五年
　
①では、ベルトリッチ監督の『ラスト・エンペラー』や近代中国文
学のテキストが扱われ、 「見
シーイング
る」という行為の持つ象徴的な意味を掘
り出し、 「 （女性化された）中国」という心地よいファンタジーの中にとどまっているジュリア・クリステヴァなどの中国女性論に徹底的な批判を試みている。チョウの細やかだが、悲憤慷慨するテキストに較べると、②は冷静である。ヨーロッパ 心主義と戦う人々が陥りがち 「地域中心主義」やナショナリズムを警戒しながら、歴史の「日
アクチュアリティ
常性」という概念を近代の特徴として提示する。それを通して、
日常生活の歴史の偶然性、神秘性、不確定性が論じられる。 「日常性」の強調は、③も共有している。ポストコロニアル期の移民が日常的に行う文化翻訳に着目し、彼ら／彼女らの異
ハイブリッド
種混淆性と、彼ら／彼女ら
が存在する中間地帯において成 立つ文化 「新しさ」を強調する。その「新しさ」が持つ力は、文化翻訳の不確定性にあり、そこに主流文化に対抗してマイノリティを代弁する言説が生み出されるのである。
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外大には、世界各地から集まったたくさんの留学生がおり、日々勉学に励んでいます。そんな留学生のみなさんに、これまで読んだ本のなかから印象深かった﹁故郷の本﹂と﹁日本の本﹂を一冊ずつご紹介いただきました。悲劇の物語や人 について考えさせられる本、はたまた経営の本まで多彩な本が集まり し 。あなたはどの本お好みですか？
　ぜひ一度手にとってみてください。 （編集部）
＊名前／所属／出身地／母語
ハック・セレイ
（
　　?
  ）
総合国際学研究科
　
言語文化専攻
　
博士前期課程修了
カンボジア・カンボジア語（クン・ブン・チュアン『ヴィアスナー・ニアン・マリナ』 （マリナの運命） 、プノンペン、ボンナーライ チョーポアン・ランサ 、二〇〇〇年）　
一人の少女が実際に体験した悲劇の人生を題材とした小説である。
悲劇の始まりは、ごく普通の恋愛関係の問題であるのに、誰も想像もしない結果になってしまった。あまりにも辛くて、かわいそうで、自分も含め、多くの読者はその事件から彼女が生き延びたことをいいことと思え ほどである。この小説は不公平で、納得がい な 終わり方であるが、これも事実の通りである。日本人 理解できないことであるかもしれ が、これはカンボジアならではの権力のな 人に
おとずれる結末なのである。小説として読むより、カンボジアの隠された一面を知るための情報として読むことをおすすめする。小倉昌男『経営はロマンだ！
　
私の履歴書』
日経ビジネス人文庫、二〇〇三年
　
多くの日本人がお世話になるク
ロネコヤマトの宅急便サービスを設立した小倉氏本人の人生があらゆる角度から描写されている作品である。経営者向けの経営 理論ばかりでなく、一般の人でも楽しく読めるよう 作品となっている。著者 らの教えは、 「やってみな と、分からない。やってみたら、分かる。失敗したら、やり直せばいい」 いう意外と適当なものであるが、強く印象に残った。著者は人生の最後でこのアイディアを障害者の福祉活動に生か て、障害者 自立と社会参加を目指している。これを読むと、私もこ アイディアを生かして自分の仕事にも挑んでみたくなる。コウ・キョンミ
（高京美）
地域文化研究科
　
博士後期課程
韓国・韓国語
『
』
문학동네
、一九九五
（申京淑『離れ部屋』安宇植訳、集英社、二〇〇五年）　
この作品は、作者が一六歳から一九歳になるまでの間、工業団地に
????
?????
????????
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ほど近いアパートの一室「離れ部屋」に暮らしながら、昼間は女子工員として働き、夜は産業体特別学級という夜間学校の学生としての生活を送っていた時のことを書いた自伝的小説である。この時期の韓国は、軍事政権から民主主義に変わろうともがいていた時期であった。時代の背景と相まって、あまり知られ くない過去をリアルに淡々と描いていく中で、作者は自分の過去と真正面に向き合おうとする。今を生きる私たちに って、激動の一九七〇、 八〇年代の社会の一面をうかがうことができる一冊でもある。浅田次郎『地
メトロ
下鉄に乗って』
徳間文庫、一九九七年
　
この本は、主人公が地下鉄を通
じて過去と現在をタイムスリップしながら、自分の親や周りの人たちの過去を知ることで、家族や周りの人たちの大切さに気づく物語である。一見、あまりにも陳腐な のように思われるかもしれないが、作者は戦後昭和の時代 力強く生き た人たちの姿を繊細に描いていて、読む私たちに家族や周りの人たちのこと 考えさせてくれる。また 私のような留学生からすると、 あまり知らない「昭和」という時代を想像させ と同時に、ど か懐かしく思わせる作品である。ザブランナ・オレスタ
（
О
реста Забуранна ）
総合国際学研究科
　
言語文化専攻
　
博士後期課程
ウクライナ・ウクライナ語
Л
ю
бко Д
ереш
 : П
оклоніння Я
щ
ірці, К
ал
ьварія, 2004.
（リューブコ・デーレシ『トカゲ崇拝』カルヴァーリヤ、二〇〇四年）
　
ウクライナの若き代表作家が書いた作品である。思春期の不安、恐
怖や勇気、孤独や誠実、空威張りや純粋さ、恋や友情、対立や復讐、青年時代ではじめて向き合うすべてがシンプルなストーリーに織り込まれている。両親の別荘で最後の夏休みを過ごそうと小さな町に主人公がやってくる。しかし、町のチンピラの取り締まりを余儀なくされ、自分の命はおろか、強い絆で結ばれた仲間の命までも脅かされる。この状況から抜け出そうとする主人公がときには格好よく、ときにはけなく思われるが、ウクライナ 若者が直面している問題だけではなく、生き方について考えさせる作品である。『現代ウクライナ短編集』
藤井悦子／オリガ・ホメンコ編訳、群像社、二〇〇五年
　
この短編集からは、主に八〇年
代、九〇年代のウクライナの社会が体験していた現実がうかがえる。共産主義の偽りの社会や充実感のない人生、 人の心や生活ぶり、 様々なことがわかる。暗いものが多いが、印象的で唸らされる作品もある。その中で、私の大好きなエウヘーニヤ・コノネンコによる「新しいストッキング」を紹介したい。義母 手術代の代わり 、母親第一の夫から外科医の希望通り彼 家へ行くように言われた美しい女性の話である。折れそう 心 奮い立 せて、外科医のところへ向かった彼女を待ち受けていた、意外なこと
